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51　「スーパースポーツスクール（仮称）」の創設について

【現状と課題】

開催年 開催地 氏　名 競　技 記　録

1968 メキシコ 藤本　英男 レスリング 銀メダル

1984 ロサンゼルス 秦　真司 野球 金メダル

1988 ソウル 山田　隆弘 体操 銅メダル

1988 ソウル 潮崎　哲也 野球 銀メダル

1992 バルセロナ 畠田　好章 体操 銅メダル

2000 シドニー 源　純夏 水泳 銅メダル

2004 アテネ 柴田　亜衣 水泳 金メダル

【政権与党の政策方針】

《平成26年度国予算の内容》
　◇　２０２０スポーツ戦略プラン
　　・　２０２０ターゲットエイジ育成・強化プロジェクト　15億円
《自由民主党 J-ファイル2013》（P71，№320）
　◇　『スポーツ基本法』に基づく「スポーツ立国」の実現
　　・　国際競技力向上に向けた諸施策を推進

関係法令等　　 学校教育法，学校教育法施行規則
          　　スポーツ基本法，スポーツ基本法施行令，スポーツ基本計画

　　徳島県：0.9人

 ◆メダリスト輩出数
　　　（人口１０万人あたり）

　■　トップアスリートのための強化・研究活動等の拠点となるナショナルトレー
　　ニングセンター（ＮＴＣ）は，中部，関東圏に集中した設置になっており，
　　地方が利用しにくい状況である。

主管省庁（文部科学省スポーツ・青少年局）

　■　２０２０年東京オリンピック開催が決定し，世界を舞台にして国際大会で活躍
　　できるトップ選手の育成が課題となっている。

　■　地方の才能ある競技者が，充実した施設や指導体制を有する県外の高校へ進学
　　しているが，地元に残った選手でも国内外の大会で実績をあげている。

県担当課名　　体育学校安全課

○徳島県出身のオリンピックメダリスト

　　日本全体：0.3人

直面する課題

地方から国際大会
で活躍する優秀な
選手を多数輩出

ナショナルトレーニング

センター/ＮＴＣ（東京）

ナショナルトレーニングセンター（ＮＴＣ）競技別強化拠点施設（ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ夏季種目）

クレー射撃

(熊本) ｱｰﾁｪﾘｰ

(静岡)

セーリング

(和歌山)

ホッケー(岐阜)

高地ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

(岐阜)

カヌー(石川)

サッカー(福島)

高地ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ(山形)

陸上・投てき(埼玉)

自転車

(静岡)
馬術(静岡)

ボート，ライフル射撃，

近代五種(埼玉)

（平成24年度文部科学白書より抜粋）

中四国は，
ＮＴＣの空白地帯

地方のジュニア
アスリートが，
ＮＴＣを利用する
には地理的な
負担がある。
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【課題解決への方向性と処方箋】

【徳島発の政策提言】

　・　国際舞台で活躍を目指す競技者を，高校生段階から育成することのできる
　　「スーパースポーツスクール」を創設すること。
　・　海外の高校との交流事業や海外スポーツ留学の支援，及びトレーニング
　　機器やスポーツ科学施設整備の充実を図ること。
　・　指導体制充実のため，優秀な指導者を配置できるよう人的経費を確保する
　　こと。

　■　拠点となる高等学校をハード・ソフト両面から整備することでＮＴＣの補完
　　機能を発揮するとともに，拠点校において蓄積した合理的な指導法や科学的
　　トレーニング方法等を地域の小学校・中学校・高等学校へフィードバックする
　　ことで，県内に潜在する多くのトップアスリートを育成することが可能となる。

　■　地方において，国際大会で活躍できる選手を育成するために，公立高等学校で
　　拠点となる「スーパースポーツスクール」を設置する必要がある。

　■　徳島県では，鳴門渦潮高校に「スポーツ科学科」を設置し，高大連携や地域連
　　携を図ることにより，競技力向上やスポーツ振興に取り組んでいる。

方向性（処方箋）

平成27年度政府予算編成に向けて

具体的内容

提言 高等学校における「スポーツ拠点校」を育成する
施策の創設

将来像

世界で活躍するトップ選手の育成

小 学 校

中 学 校

・高度なカリキュラム

・専門性の高い教育
・スポーツ科学施設

スーパースポーツスクール

ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
の

一
貫
教
育

海外の高校との交流海外留学

２０２０年
東京オリンピック

ト
ッ
プ
ア
ス
リー

ト

の
育
成

（JOC日本オリンピック委員会HPより引用）
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53　文化芸術の拠点となる高等学校の育成について

【現状と課題】

【政権与党の政策方針】

《平成26年度国予算の内容》
　◇　世界に誇るべき「文化芸術立国」の実現（292億円）
　　・　文化芸術による「創造力・想像力」豊かな子供の育成　　97億円
　　（小・中学校等における実演芸術の巡回公演又は芸術家の派遣等）
《日本再興戦略》（P37)
　◇　グローバル化等に対応する人材力の強化
　　・　意欲と能力のある若者全員への留学機会の付与
　　・　グローバル化に対応した教育を牽引する学校群の形成
《自由民主党　J-ファイル2013》（P64，№293）
　◇　成長戦略に資するグローバル人材の育成

《公明党 マニフェスト2013》（P13，№4）
　◇　文化・観光振興，地域活性化に資する成長戦略

　　・　成長分野としての文化芸術の振興

　　　若手芸術家の人材育成等により我が国の文化芸術の基盤を強化する

県担当課名　　教育文化政策課
関係法令等　　学校教育法，学習指導要領
　　　　　　　文化芸術振興基本法，文化芸術の振興に関する基本的な方針（第３次基本方針） 

主管省庁（文部科学省初等中等教育局，文化庁）

　■　文化芸術は，国民全体の社会的財産であり，我が国の国力を高めるものと
　　して位置づけられている。一方で，芸術鑑賞の機会，指導者，教育環境等が,
　　大都市に偏在するなど,地域間格差がみられる。

　■　地方においては，高等学校が文化芸術の人材育成の場であるとともに，
    地域の文化芸術の拠点としての役割を担っている。

  ■　高等学校の文化芸術教育に対する明確な方向性が示されておらず，学校
    教育を主体に置いた施策が実施されていない。

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

日本文化の発信や国際文化交流

の推進

世界に通用する高い水準の

舞台芸術・伝統芸能等への支援

文化財の維持管理に対する支援

文化芸術を支える人材の育成

子どもたちの文化芸術体験

の充実

文化芸術振興のために国に力を入れて欲しい事項

（上位５項目）

直面する課題

文化に関する世論調査（内閣府Ｈ２１．１１）

子どもたちが文化

芸術に触れる機会を

設けるなど，人材

育成強化策が必要

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7

メディア芸術

演劇，舞踊，芸能

食文化

世界的な建物や遺跡

伝統芸能

世界に誇れる日本の文化は何か

（上位５項目）

地方の文化を，

グローバルな視点で

世界に発信できる
人材の育成が重要
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【課題解決への方向性と処方箋】

【徳島発の政策提言】

　　・　文部科学省の「スーパー・グローバル・ハイスクール事業」等と同様
　　　に，国際連携や地域連携などの一定の要件を定め，企画提案型で
　　　意欲的な学校を重点的に支援する「スーパー文化芸術ハイスクール事業」
　　　を創設すること。

　■　文化芸術における地域間格差を補い，さらには新たな価値観を生み出す方
　　策として芸術系の学科・系列を有する高等学校の役割を見直す必要がある。

　■　我が国、地域固有の文化芸術の素養を持ち，一方でグローバルな視野を有
　　する人材をキャリア教育の視点を加えて育成する必要がある。

　■　これまで、明確な方向性が示されてこなかった高等学校の文化芸術活動に
　　着目し，地域を牽引する特色ある取組みに挑戦する学校を重点的に支援する
　　施策が必要である。

　■　徳島県は，全国初２度の国民文化祭を開催し，「文化の力でまちづくり」
　　を積極的に進めており，地域の文化芸術の振興について，次代を担う人材育
　　成に継続的に取り組む必要がある。

グローカルを極める
文化芸術リーディングハイスクール

国際社会

育成

還元

方向性（処方箋）

具体的内容

提言 文化芸術の拠点として地域を牽引する高等学校を
重点的に支援，育成する制度の創設

将来像

我が国の各地域において文化芸術の担い手となる人材が育ち
「ソフトパワー」の強化が図られるとともに

地方における文化芸術の力による活性化が実現！

平成27年度政府予算編成に向けて

スーパー文化芸術ハイスクールのイメージ

協働

連携
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55　観光統計の整備について

      主管省庁（総務省統計局，観光庁）

【現状と課題】

【政権与党の政策方針】
《平成26年度国予算の内容》
　◇　観光統計の整備
　　・　 観光施策の基本インフラである観光統計の整備　　429百万円
《自由民主党 J-ファイル2013》（P12，№44）
　◇　観光産業の再建・強化

《公明党 マニフェスト2013》（P10，2-1④）
　◇　訪日観光客増大のための環境整備
　　・　 きめ細やかな”おもてなし精神”で，観光振興へとつなげます。

県担当課名　　観光政策課，統計戦略課
関係法令等　　観光立国推進基本法，統計法

　■　観光庁が策定した「観光入込客統計に関する共通基準」に基づき，都道府県
　　が実施している「観光入込客統計」では，次のような課題がある。
　　　○  一定の精度を保った持続的な調査の実施には，多額の経費がかかる。
　　　○　結果が未確定の団体があること，調査精度に差があること等から，調査
　　　　結果の安定性がなく，都道府県間の比較も困難である。
　
　■　上記の「観光入込客統計」及び国が実施している「観光統計」において，入
　　込客数，消費額，宿泊者数など重複している調査項目があるが，調査方法が
　　異なるため，各統計間の調査結果の整合性や総合的な活用の面で課題がある。

　　・ 　魅力ある観光地の整備と観光産業の育成により，観光を通じた地域活性化を
　　 　進めます。

◆公的統計の整備に関する基本的な計画 ＜抜粋＞ 【総務省】
・ 都道府県の観光入込客統計に関する更なる改善を行う。
・ 宿泊旅行統計調査，旅行・観光消費動向調査及び訪日外国人消費動向調査の精度向上に

取り組む。
・ 観光地域経済調査の在り方を含め，観光統計の体系的整備について検討する。

直面する課題

【都道府県実施】

●共通基準による観光入込客統計
・ 「観光入込客統計に関する共通基準」に基づき，観光入込客数，
観光消費額単価，観光消費額を調査

◆平成２４年：年間値未確定 ７府県
◆平成２３年：年間値未確定 ６府県

※未実施府県含む。（H26.1月末現在） 観光地での聞き取り調査

観光統計の状況

調査結果の安定性

向上が課題

【国が実施する主な観光統計】
●宿泊旅行統計調査

・ 延べ・実宿泊者数，外国人延べ・実宿泊者数や宿泊者の居住地・国籍等を調査

●観光地域経済調査

・ 観光事業所の従業員数や売上等，地域に及ぼす経済効果を調査

●訪日外国人消費動向調査
・ 訪日外国人の属性（国籍，性別，年齢等），訪日目的，宿泊地，消費額等を調査

●旅行・観光消費動向調査
・ 旅行の有無，旅行に行った回数，消費内訳等を調査
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【課題解決への方向性と処方箋】

　

【徳島発の政策提言】

　■　我が国の観光にとって大きな追い風である２０２０年の東京オリンピック・
　　パラリンピックやアジア初となる２０２１年のワールドマスターズゲームズの
　　開催を見据えて，観光施策の基本インフラである観光統計の充実がより一層
　　求められる。

 ・　統計調査の精度や回収率を向上し，観光政策の立案につながる有用な統計
　 調査となるよう，都道府県が実施している「観光入込客統計」と国が実施して
　 いる観光統計の体系的整備を図り，報告に関する法定義務のある国の「基幹
　 統計」として位置づけ，一体的に実施すること。

　■　観光統計の活用において，報告の正確性及び回収率の向上とともに各統計
　　間の整合性が求められる。

　■　「観光入込客統計」においては，地方の負担を軽減し，統一的な調査の実
　　施・とりまとめが必要である。

　■　「観光立国」の実現には，地域の観光資源の活用が不可欠であり，観光統計
　　を活用した戦略が必要である。

方向性（処方箋）

平成27年度政府予算編成に向けて

具体的内容

東京オリンピック・パラリンピックやワールドマスターズゲームズの
開催を見据えた観光戦略

観光統計を活用した，
戦略的な観光政策を推進

提言 観光統計の体系的整備

将来像

○統一的な調査の実施
○報告の正確性・回収率の向上
○統計相互間の整合性の確保 等

観光統計の精度向上

戦略的な観光振興による

地域経済の活性化!!

アジア初開催
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